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『古都発掘 一 藤原京と平城京一』
田中 琢編 (岩波新r，!!:468、 1996~ 11月刊、 242孔 680P J)

il;相i編集者の・らこの著作前i介の紋司);!l'.'f!1をう

けた tきには、戸惑い会主主じ't!トなかった. しか

し、かつて永年の1111.1止を食んでいた者tして

l.i. ~張感の一緒にでもなみうかという こと ふ

年報の3CU伎に鑑みて、研究所以のみの執筆に

よる刊行物を~è してお〈ニ!:. l.i. ff.筏がある こ

!: !:..IJ えた. そ ζ で喜~mをひきうけたしだいで

ある.まず、本t'Fの情成に触れておこう.テー

マに鋭いてui弧内に内等の"1l.I~I:c執f医者名とを
示す.

-第 I部藤原京
I I:1l11ïの時代がはじまる(藤fi~)i(l.t大宝令の

制定、-I'I1I，i)l則的の先行、 ifWt(i必の復活が行われ

た 11 本位初の本初{ドJlll'~lil1:11 ili !日崎直) 2 

.1il設はいつからか(694，{1;のi塁側の約10年前から

!!.¥崎 ilI) 3自の{立i置をめ(-る論争(大宮土

岐=必h;t'，';_i;大h臣殿説への;iL1i 上1Ji.J'{人) 4 

大きさはまだ決まらない (1;1俊引説と「大藤日i

J1'，説J 大総淑) 5郎市私はなかった?(r日

本~'f紀』に r必Jj~! Jj(J のおもJなし 備本義則) 6 

mえたr.J.n(償火磁をI策して jã~.. ':; 次山 i芋)

7 造'è::川材の~J!ji主(近江の川Llllから水路主主111

上原氏人) 8メインストリート=朱雀大路(鈴

蘭幅17.7m、JI!凶両側海似7.lm.側溝'1"心r.UiJ!
雌24.8m i菜滞うちー樹) 9宅地のありさま{右京

7粂 l)'}jの町終邸宅 深海ヲ5・世f) 10 r打lまーか

所か、 こか1¥庁か(五fの北側の米)11治いにこか所

凶IltoHI:) 11 トイレlitうしていたか((み

JI(り式と水洗式川崎直) 12 Ji.引きの宮殿

(日本'1!凶lの山殿f削JJ 佐川正敏) 13瓦工場

の転変(持川県~滋 l~J¥!の 6地域10か所以上

1E谷治) 14 ';.司令聞む嚇=大垣{おき5.5m、

総主主j主約3.7kmの一本位上旬 !日崎 直) 15 

木簡が教える 1"1 りー(・':;:;JJ6.十二1"1の名lÌíî~藍定 J!!j 

11誇生) 16 I脅迫がわかった二つの役所跡(西

方-白o'!.町.~.)}'A !:. :J!!1i官衡の遺|帯主計-t!.!!.百]) 17 

Eんな役所があったか(六日・ 時総なEから八

千1へ till!:谷知治) 18医僚を担当する役所

(薬物木ffîi!:. 内務百l ・ 典~'fÆ :日崎 直) 19論

争に決，lí'をつけた木簡(~.~から HJIへ 官官野事i己)

20 f，t了・の邸主(天武夫LlのalH礼子の冶:M- !1ft!!; 

.1ft勝) 21投入の務 (J，(のItiから Ifi簡に自己低

金子総之) 22 火~が始ま っ たj_lP- lll (f壬J也から

の'11.1.;11 J'.IJUL人) 23 初めての I~幣(無文銀

fJl-・.fI1I'ill時1I~; • a1HJl-. .fu l，iJ 1>>lJl;・鋒l銭大脇

潔) 24 L従除 11 ・抑制の主主 I~ (rí~;本J 銭のff.，*

金子総之) 25 Mr.の人形(剣製人形li天武の
術会l治従i祈~i 金子協之) 26まじない札の発

見(陰陽ilIのルーツぞ示寸 鈴村忠白J) 27藤
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'~tJ;\はなぜ綬命だったか (i立I，'H必の-JäfJin'l械を

tR川!日崎前[) 28 i!Wt伎と1mのill設(70411三

州事iの~1Ilj'{.人の以後 1長川正敏) 29新織の

1:11の場合(山誠に凶まれた段州 千日l剛道) 30 

t草原点焼亡JJ/.(r扶~.品2èJ が(~える佼亡のu;生跡

li未検出川崎直) 31二つの業倒i寺(平域

J;(への移illはなかった 佐谷治) 32水LU緋

地 t化 Lt:1m (J世'11(こi生した侃i1iJ十例iJ也知l上

限県人). 

+jlfSll剖l平城京
1 jj¥l.或の'!!llf.l(J也ぷに遺イfする自niliJhilllJ也仰l

町ru i;'t) 2 f'll減」の呼び名 (fナラJのff.，*

!:.fi]Z減Jの犯行 111 FI，1-JlII) 3古iIl!:. r.llの

メインストリート(路l而~i67.5m 、:J![jJljl尚(J!q消

幅約7.0m、下ツiIli'3f汗に鉱大小河殺) 4 

iliれにIIIl、t:)-i.J広{大N.'1尺=35，5cm!:小J-i.

29.6cmの能川 )1・

上初人) 5 ';:¥械

十二1"1をめ〈・って

(来院前1"1の検出

で門\}~~主力・ n 
l己光) 6儀式

t 執務の』晶= .~JJ ::ï~

院(行mの車IJ笠;は
十二堂金子総

之) 7 f移転Jか

ff井イ7-Jか (1λ'lzlHi

lIiJ定、大係員2は移

転.1m y~ はfJt- ((. 

Li水行三) 8大

賞五の発見(大賞

会の問主主は三l主力・

五l生か 111崎 1，1

ニ) 9件'lzl!'W 

司 ，Jlt院{天l;t!:.i主人の執務のJ品の変化と皇太

子のかi処金子総之) 10建築資材のリサイク

ノレ{性・レンガ.RのilHIJIIJ h~ 1Il敏ljl) 11瓦

からみた'1'央!:.J也Ji(lfl分与に.lf!減・白・式の事f瓦

{必JII 佐川疋敏) 12 瓦の~W，!:. 納品(3カ円

以内に30，000伐の瓦納入佐川正敏) 13 fJ'j/ 

I斑J.LJ!:. f'T¥';:i J (施紬の瓦tνンガが来院から

が:J300.'.'.~ 1;利光俊彦) 14技巧にi前ちた雄副

(11木健闘の0'1げ"el.':~~!院にみる 小野健古)

15 n肢とl庶民の11:・七(身分の差で宅地1.i60.000
m'から500m'まで小林議ー) 16 JAlil烹邸の

人びと(必子・.tJW，.j$t人 ・技術者がl，iJ/，'; 釘f

'ff.fll己) 17 ニつの家政俊I~I (1Uti.:Eとその父

，.百oti'礼子の飢餓か 1"-F(J-JlII) 18 Jilをj悠上

する本側(f~tは~狩の鷹の側 傑公m 19 

板に~Hiかれた IlIHI!lJ水図 ('1'笹lの山lill部の健志

か山荘 i~川滋ljl) 20 Iliのありさま (東西両

市の賑わい 川経俊一) 21 J二法が教える人ぴ

tの生i;ri(J也1Jから主張 ・溢 ・鰹の:.1'，し汁を迷ぷ

玉附う庁茶) 22焼金工劫跡か-r.llの'1'の手工業

(鈎物 ・鍛i台工場ははにも がにも (f..(f 杉山

洋) 23 ';:0;のなかで働t、たね人たち(1 H 500J，在

製作の行7jJ1~の仕上げ以令綴本 m 24 0'1'， 
土品からみた同際交泌(大'!i~~j:LI'.よの腕枕liJ庁

からi度米 千ru岡1);且l 25 なぜ鋭 I~ を』盟めるの

か(子供の成12.主E物の安楽を願う土地神への

供え物金子総之l 26併をめ(-るJIi(701.iJ'-に

干支から1F.~}へ 'ð/~谷拘i治) 27納税方法を

解説する(郷llll;rで徴悦品{tとり まtめ、C1i!:. 

国を絞て術lへ 寺崎i忠広l 28役人たちの勤務

:平定(木簡で判る下級役人のHー級 統野和己)
29 1t芥のはじまり(木賢官にみるこi泊りの封 渡

溢晃:a;l 30 平域Ji~の街路風対(街路樹li柳 ・

備 ・エンジュ、側溝li下ホilI 小野健吉l.

乎:政の 1l!1係で、~点のま t め1íが;c:tJ:(I"J、か

っ的外れになったかt懸念するが、お日午しいた

だきたl'o ~守テーマ名から奴し λ る t おり.叙

述lま平Mであるが、 l付絡を(1"J61iにJ1Jl解するには、

相当の寸f'(lil知10mを援するように，Il!.われる. ぞう

した意味から‘できれば平械が粂坊の全体図、

天ji1J来 ・務ff，(氏 ・及Iil王家の家

系凶などがi該当開所の余白にあ

り、天武~JJ ..tミ11; -8世紀にaる
略年-&し符fiiJ:Jに|剣わる参考

資料{概判i ・洞l~作のnn な E

が~・米 lこ 1・f似してあればよかっ

たと考える. まt:，些細なこと

では、平総jj~の 5 で r紋日本紀a

にみえるがJI“lについて2及がな
いこと、同じ(22で.贋金工場

跡かとするこ tがれにかかった.

こ t に 1$l~可はその制，II)J は量佐しい

ものの、 ，'0也からして官位も〈
li公認のJ:lJJであった可能性も

あろう.

以上.内容の要点、そして粁

干のコメントぞ述べてきたが.

本??が必n;lJj(!:. 平総JI¥の今日的

課l!i!:.その解釈の従示において、おい水準をf!i'<

ち'.t.がら.啓浪.Ift しての使命令十分によ~たし

ている こ!:.Ii論をまたな l'.編者・ならびに執筆

者谷(tの'liを多tするものである.

1952年のflll立、そして195911'に平城・白・跡、1970

!I!に藤111広跡、それぞれの本飾的発J磁調査の1111

~があり.ぞれ以降、 rrλ: に llJix'なJJX.ょl!:をあげ

てきた奈良|司iL文化財研究所が.200211ミには自IJ

立印刷年を迎える ニととなる.先制 ・研究調査

以外にも.同防災iñl ・ 資料館}J~ぷ . Û!跡繋N，í ・

研修桁将など多彩な分野において、業務11今後

ますます多忙になるニとと忠われるが.所以外

{也のますますのご治協と研究所のさらなる発泌

を刻II寺して'荘をお〈ニ!:.!:.する.

(IP-(-I剖短期大学}
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